
問

市
内
小
中
学
校
の
適
正
規
模
を
計
れ
！

答

答
申
に
基
づ
き
教
育
環
境
を
検
討

永井 利明 議員

無会派

問

全
国
的
に
少
子
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
本
市
で
も
例
外
で

は
な
い
。
市
内
で
は
５
年
後
に

小
学
校
が
１
校
、

年
後
に
は

10

中
学
校
が
１
校
、
生
徒
総
数
が

１
０
０
名
を
切
る
と
予
測
さ
れ

る
。
こ
れ
を
う
け
、
市
で
は
３

年
前
、
弥
富
市
立
小
中
学
校
適

正
規
模
検
討
委
員
会
を
設
置
し

３
年
に
わ
た
り
検
討
さ
れ
、
こ

の
３
月
に
答
申
が
出
さ
れ
た
。

結
果
、
小
学
校
は
現
状
維
持
、

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
十
四
山

中
学
校
の
適
正
化
を
図
る
た
め

３
つ
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
、
市
当
局

は
ど
う
対
処
さ
れ
る
の
か
。

答

市
長

大
変
重
要
な
答

申
で
あ
る
。
答
申
を
尊
重
す
る

が
、
市
の
考
え
を
す
り
合
わ
せ

真
摯
に
対
応
し
て
い
く
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
は
、
一

定
の
規
模
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
望
ま
し
い
。

市
の
対
応
と
し
て
、
関
係
地

域
の
意
識
調
査
の
実
施
、
保
護

者
へ
の
説
明
会
の
実
施
、
地
元

代
表
に
よ
る
協
議
会
の
設
置
、

教
育
委
員
会
で
の
審
議
、
総
合

準
備
会
の
設
置
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
、
よ

り
良
好
な
教
育
環
境
を
整
え
る

こ
と
は
学
校
設
置
者
と
し
て
の

責
務
で
あ
る
。

問 ふれあいサロンの現場は？

答 地域コミュニティーの強化が急務

問

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
現
状

と
問
題
点
は
。

答

民
生
部
長

介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
５
箇
所
、
福
寿
会

４
箇
所
、
女
性
の
会
１
箇
所
、

Ｊ
Ａ
３
箇
所
、
そ
の
他
４
箇
所

の
合
計

箇
所
で
開
催
。

17

開
催
日
数
は
、
月
に
４
回
開

催
が
１
箇
所
、
２
回
開
催
が
３

箇
所
、
１
回
開
催
が

箇
所
で
、

13

参
加
人
数
平
均

～

名
。

13

15

問
題
点
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
が
大
き
い
こ
と
、
会
場
の
老

朽
化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
対
策

が
不
十
分
な
施
設
が
あ
る
こ
と
。

今
後
も
国
及
び
近
隣
市
町
村

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
含
め
、

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
市
長
の

考
え
を
聞
く
。

答

市
長

高
齢
化
率
の
急

激
な
上
昇
は
、
深
刻
な
問
題
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化

を
抱
え
る
問
題
の
軽
減
、
も
し

く
は
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
や
社
会
参

加
意
欲
を
高
め
、
介
護
予
防
に

も
大
き
な
効
果
が
あ
る
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
事
業
の
更
な
る
拡

充
が
必
要
で
あ
る
。

一般質問
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▲弥富市立小中学校適正規模検討委員会の提言

提言１．通学区域の変更

① 東平島地区が十四山中学校に最も近隣であることから、

東平島地区の生徒を十四山中学校へ校区を変更すること。

② 幹線道路を跨いで通学する三百島地区の生徒の通学安全

の視点から、三百島地区の生徒を弥富北中学校へそれぞれ

校区を変更すること。

提言２．十四山中学校の教育環境施設の充実

東平島地区の生徒を十四山中学校へ移行する通学区域の

変更を完全実施し、十四山中学校を適正規模に近づけるた

めには以下の教育環境施設の整備と充実が大前提である。

① 生徒増を見越した老朽化した校舎を改修すること。

② 中学校教育課程武道必修化にともなう武道場と体育館を

新設すること。

提言３．校名の変更

提言１で示した通学区域の変更が実現すれば、十四山中

学校は生徒数が倍増することから、弥富町と十四山村の合

併10年を契機に、十四山中学校は新たにスタートする中学

校としてのイメージづくりが大切であると考えられる。

① 現在の「十四山中学校」から新しい中学校としてのイメ

ージが湧く校名に変更することを検討する。


